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FIC オープンセミナー

「越境とエクソフォニーのいま」

報告者：粟飯原文子＋岩川ありさ

2018 年 10 月 31 日、ドイツ語と日本語の 2 言語のあいだで創作を続ける作家・多和田葉
子氏を招き、本学部教授で作家のリービ英雄氏との対談を開催した。多和田氏は、エッセ
イ集『エクソフォニー―母語の外へ出る旅』（岩波現代文庫、2012 年。単行本刊行は 2003 年）
の中で、「エクソフォニー」という言葉を「母語の外に出た状態一般」と捉え、新しい文学
の見方を提示した。リービ氏は、同書の文庫版の解説を担当しており、今回のセミナーでは、

「越境とエクソフォニーのいま」というテーマで、現在、世界の中で起きているアクチュア
ルな問題と関連させながら、対談が行われた。

リービ氏は、対談の冒頭で、『エクソフォニー』の文庫版で書いた「解説」を引用し、「い
くつもの母語が同等に存在する「多民族共生」」というだけではなく、「一人の人間が複数の
声を持つ」ようになり、「一人一人の中にいろいろな声がある」ことが発見されるような「現
代のヴィジョン」を見出した一冊として『エクソフォニー』を紹介した。また、『エクソフォニー』
でなされた提起は、多和田氏の最新小説『地球にちりばめられて』（講談社、2018）におい
ても引き継がれていることが示された。多和田氏には、『地球にちりばめられて』について
のお話を伺いながら、多様な響きが聴こえる文学の可能性についてお話しいただいた。

大学院生や学部生のみならず、学外からの参加も含めて合計 123 名の参加者をえて、質
疑応答も活発に行われた。本対談の模様は、文芸誌「すばる」（2019 年 1 月号）にも掲載
された。また、大学院国際文化研究科の科目「国際文化研究 B」において、学部学生と大
学院院生との合同授業を 2 度行い、2019 年度から実施される学部生による大学院科目の履
修に繋がる試みとして、活気のある交流が行われた。

・実施日：2018 年 10 月 31 日（水）18：30-20：30
・会場：法政大学市ヶ谷キャンパス　スカイホール
・内容：シンポジウム「越境とエクソフォニーのいま」（多和田葉子氏、リービ英雄氏対談）
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